
被災地

 

 2011 年 5

の宮城県白石

  

1. 宮城南部

宮城県南部

あったので

られず、ガ

料が整然と並

白石から東

に近づく。

る被災が大

われ、山元駅

国道 6 号

の入り口付近

示されてい

広域の航空写

さが良くわか

東関東大震

の図書館を訪

5 月 21 日未

石 IC に早朝

部 

部の白石市図

開館前だった

ラス越しに見

並んでいた

東に進路を

国道 6 号線を

きく現地では

駅方面は侵入

を北上し、岩

近に掲示板が

る。地区ご

写真が貼られ

かる。沿線で

震災と図書館

訪問して（視

明に横浜発、

朝到着した。

図書館は到着

た。外観に大

見える図書館

（通常開館）

とり、丸森、

を境に、海側

は瓦礫の撤去

入が規制され

岩沼市役所に

がつくられ、

とに被災当時

れ、岩沼地区

では地震によ

館 

視察報告）

、東北自動車

 

着時間が早朝

大きな損傷は

館内部には、

 

山元町、亘

側では津波に

去作業がおこ

れていた。

に到着。市役

被災写真が

時の記録写真

区の被害の大

よる家屋の倒

車道

朝で

は見

、資

 
亘理

によ

こな

 

役所

が掲

真や

大き

倒壊

はあ

ない

かな

 市

され

た新

える

業も

フロ

2.

 津

一階

ビー

られ

 空

が、

った

空港

れ、

あまり見られ

い。しかし、

な土地の高低

市役所に隣接

れていたが、

新図書館が 5

るフロアには

も終盤であろ

ロアも明るく

仙台近郊

津波で大きな

階フロアを使

ーの壁には利

れている。

空港への道路

道路の両側

た住居や店舗

港モノレール

被災当時の

れず、地震の

津波による

低差が運命を

接する旧図書

10 分ほど離

5 月 28 日開

は段ボールが

ろうか。建屋

く開館が待ち

 

な被害を受け

使用して乗客

利用客の残し

路は優先的に

側には津波の

舗、その残骸

ルは駅に車両

のまま時が止

の規模の割に

る被害は甚大

を分けている

書館は移転の

離れたところ

開館する。ガラ

が積まれ、資

屋は近代的な

ち遠しい。 

けた仙台空港

客を受け入れ

した応援メッ

に整備された

の被害を受け

骸が散乱した

両が停車した

止まっている

には被害が少

大であり、僅

る。 

のために閉館

ろに新設され

ラス越しに見

資料の移転作

なデザインで

 

港は国内線の

れている。ロ

ッセージが貼

たと見受ける

けて廃墟とな

ままである。

たまま放置さ

る。 

少

僅

館

れ

見

作

で

の

貼

な

。



仙台市立

が使えない状

開設され資料

り市民が利用

 仙台から塩

国道（国道

 海岸に近い

大規模店舗

外壁にも損傷

が見えるも

水没した商

場に積みあが

家の多くは崩

松島付近

に少なく、貴

 

3. 石巻・女

 石巻図書館

れており閉館

が設営され、

図書館も震災

状態であるが

料の貸出・返

用している。

塩釜、松島、

45 号線）を

い、塩釜港付

など建屋は原

傷が見られ、

のもあり、内

品は建物の内

がっている。

崩壊している

は沖の島々の

貴重な建造物

女川・雄勝方

館は被災者受

館中だ。入口

、図書館は入

災被害を受け

が、玄関前で

返却サービス

。 

、を経由して

を石巻に向か

付近は津波被

原型をとどめ

、天井が剥が

内部は大きく

内装や廃材と

。津波被害を

る。 

の影響か津波

物は倒壊を免

方面 

受け入れ施設

口近くに「自衛

入浴利用者の

け、館内の設

では青空文庫

スを開始して

て、海岸近く

かう。 

被害が大きく

めているもの

がれ落ちて配

く損傷してい

とともに、駐

を受けた木造

波被害が比較

免れた。 

設として提供

衛隊のお風呂

の休憩所とし

 
設備

庫が

てお

 
くの

く、

のの

配線

いる。

駐車

造民

較的

供さ

呂」

して

も使

石

号線

ブ

楽し

は津

の面

海

かう

とご

られ

れた

りの

ると

こと

の時

でき

こ

であ

を入

にも

使われている

石巻から女川

線（ブルーラ

ブルーライン

しめるドライ

津波により壊

面影も残らず

海岸付近に点

うが、どの集

ごとく崩壊し

れている。「捜

た上雄勝の町

の建物が崩壊

と、窓はすべ

とがうかがわ

時を告げてい

きたのだろう

この付近はリ

ある。その地

入り込んだら

も、無残な傷

る。 

川を経由して

ライン）を北

ンは石巻から

イブコースで

壊滅的な被害

ず痛ましい光

点在する集落

集落でも津波

し、がれきが

捜索終了」と

町で学校らし

壊を免れて残

べて割れて崩

われる。校舎

いる。児童、

うか、胸が痛

リアス海岸の

地形のためか

らしく、海岸

傷が残ってい

て、海岸近く

北上した。 

ら海沿いに美

であるが、点

害を受けてお

光景である。

落を抜けて雄

波の影響で木

が道路の両側

と書かれた看

しき鉄筋コン

残っていた。

崩れ、津波被

舎の時計は止

生徒は非難

痛む。 

の複雑に入り

か、津波はか

岸から数キロ

いる。 

の国道 398

美しい景色が

点在する漁村

おり、被災前

 

雄勝地区に向

木造家屋はこ

側に積み上げ

看板が立てら

ンクリート造

近づいてみ

被害に会った

止まり、被災

難することが

組んだ地形

かなりの距離

ロ離れた地域

 

8

が

村

前

向

こ

げ

ら

造

み

た

災

が

形

離

域



 

 北上川も河

と道路の復

て仮復旧状態

 

4. 南三陸町

 内陸から町

りと被害状況

 非難を最後

がのこり、津

最上階まで浸

た志津川公立

河口付近は防

旧が急がれる

態である。 

町 

町に近づく

況が違うこ

後まで呼びか

津波避難用の

浸水した。入

立病院も瓦礫

防波堤が壊れ

る。道路には

と、津波のラ

とがわかる。

かけた防災基

の建造物も想

入院患者を屋

礫の中に残っ

れて、修復工

は鉄板が敷か

ラインでくっ

 

基地は鉄骨の

想定外の津波

屋上に避難さ

っている。

 

 
工事

かれ

 

っき

のみ

波に

させ

南

建屋

態と

高

南三陸志津川

屋に資料が残

とは思えない

高台にあるた

川図書館は倒

残っていたと

い。 

ため津波被害

倒壊寸前の無

としても修復

害を逃れた志

無残な状態で

復ができる状

 

志津川高校で


